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ＩＣタグ製造のＫＲＤコーポレーション（神奈川県大和市、小松弘英社長）は、同社 

が開発したセラミックス製の高耐久性ＩＣタグが全国約２万３０００カ所の測量用基 

準点に採用されたことを明らかにした。ＩＣタグには緯度や経度などの位置情報のデー 

タが記録され、道路などの管理に活用される。 

 

国土地理院が進めている「インテリジェント基準点」と呼ぶプロジェクトの一環。基 

準点にＩＣタグを埋め込むことで、位置情報などを携帯端末を活用して簡単に読み出せ 

るようになる。 


